
















問題 

 心身障害児の早期療育の必要性が強調されているなかで,脳性まひ児・視覚障害児・聴覚

障害児等に比較して精神発達遅滞児の早期療育はまだまだ立ちおくれていると言えよう。

精神発達遅滞児の早期療育の立ちおくれの原因としては,医学的診断が早期に確定されな

いことや親の発見がおくれること,あるいは各専門領域スタッフのいる施設が少いこと等

に由来すると思われる。 

 精神発達遅滞をその主症状とするダウン症候群児(以下,ダウン症児)は,その診断が出生

直後に可能であるという特殊性があり,いいかえればダウン症児は出生直後より早期療育

の可能な精神発達遅滞児といえる。我々の調査によれば約 90 パーセントのダウン症児が生

後三か月以内にダウン症の診断を宣告されており,早期にその診断を親に告げるという傾

向が主流となってきている。早期に診断宣告をする際には,診断を告げるだけではなくどの

ようにしたらよいか,すなわち,早期療育へと導入する必要がある。ダウン症児の早期療育

の必要性は図 1 に示すように発達の二次障害を防ぎ,子どものもつ能力を最大限発揮させ

ることである。図 1に示すように,(1)診断宣告によるショック(2)ダウン症について誤った

知識(3)子どもの側からの反応の少なさにより好ましい母子関係が成立せず,その結果子ど

もに対する働きかけ(early stimulation)が少くなり,そのために発達がさらに遅れたり行

動上の問題を来すことになる。従って,ダウン症の早期療育はなるべく早期に開始すること

が必要であり,特に親に対する指導が中心となる。 

 我々は昭和 55 年 7月より「ダウン症児のための早期療育プログラム」を試案し実施して

きた。そこで＜その 1 早期療育プログラムの試案とその効果＞＜その 2 子どもの発達に

及ぼす家庭環境要因の影響＞について報告する。 


